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融雪期の活動跡にみる野鼠の生態，

芳賀良一

(北海道大革良県 :1~1) 博物館)

The behavioピofthe vole-in the snow season 

RYOICHI HAGA 

By 

I 緒 一冨

北ifiJ立にやけるlli林地の長U，与は，も111当初期!と

-'1'-おの融4~mに，特に著しい (i+l洋: 1941， jl:J~_ ・

小ll¥i': 19-50)。しかし冬季に会ける野l1tの生態につ

いては，いまだ充分な研究が会とたわれてjならや，

ま1du当環境の野j誌の生flH.UtC.必よ段、すE3響につ

いても，ダfIんどしらべられていたい。筆者i主融3

¥u後にみられる野鼠の活動防iや， )t;'食物，食痕勾;

の分析或いは皆来航態主宰から，秘主主下にjなける野

j誌の生態調在をととろみ，あわせても'{:g(Fi'C必け

る野鼠の飼育資跡、1ejなとなった。市動帥iの調布は，

19-50 I!I三以後の各融事W!にjなとおにったもので， 1953 
"'F-からは牧草地に巣桁左設世し， lU主主下の野鼠研
究をむとたっている。

11 費験地の植生

賞険地ぽ北k~Ç一法i誌の~f;林地(が-) 1.2 flIj"歩)

と，それに主主たる牧草地(約51リI歩)である。雑林

地には各粧の杭物が生育し， 1950 "'¥ミ5月にその杭

生について，定性的調夜をととろみた。その杭生

をみると，立木地ぽヤチハンノキ佐主木とし，エ

ゾニワトコを副木とするもので，その下!膏ぽカモ

ガヤにより{憂Iliされ，各所の漁民{it?にぽオニシモ

ツケやスゲのヨモ詐がみうけられる。 13:小・としては
ヤチハンノキ・ドロノキ・ポプラ・ハルニレ咋が

あり， il'l，~木第l としてはエゾニワトコ・ノイバラ・

ヤマグワ・ハリギリ・ハノレニレ・ツグウルシ・エ

ゾイヂゴがある。 ~Xí5JJ! としてぽツルアジサイ，

f五本位のものとしてばセイヨーグンポポ・エゾノ

キツネアザミ・ヱゾヨモギ・ヒメジオン・オドリ

コソウ・ドクゼfリ・スミレ・キツリフネ・クサフ

ジ・オユシモツケ・クネツケパナ・エゾエンゴサ

ク・クサノオウ・キツネノボグン・ヒメイチゴ・

ヱゾプスマ・ミゾソパ・オホノ〈ギシギシ・イシミ

カワ・エゾイラクザ・ブ'カ→jミ・マイズ、yレソウ・ク

ロユリ・エゾウパュリ・スゲ・パイケイソウ・ミ

ズ了パショウ・キクヨシ・カモカ、、ヤ・ヒメスイノ〈・

ワラビ・イヌガ、ンソク・トクサ等がみられる。と

の林内[1l公ける杭生についてみると，カモガヤ来

沼，オドリコソウ楽第，キグヨシ来搭，カモガヤ

Lースグ米訴，オニシモツケ来予定t-，エゾニワトコ事長

訴がみられ3 全休「いjには-iH:原型と認められる。ヱ

ゾユワトコヨモ落ぽii'iA木唐の故多のもので，その下

生七ri物としてば次のようなものがある。エゾノキ

ツネアザミ・エゾヨモギ・ヒメムカシヨモギ・ア

キノキリンソウ・アマチヤズル・オドリコソウ・

カキドホシ・ヒルガオ・ヤプジラミ・ツク・エピ

ヅノレ・キツリフネ・ツグウyレシ・ノイノζラ・ダイ

コンソウ・エゾクサイチゴ・クザノオウ・ウシノ、

コベ・ヱゾハコベ・オホイヌグデ・イヌグデ・キ

ンミズ、ヒキ・イシミカワ・ムカゴイラクサ・ヱゾ

ギシギシ・エンレイソウ・マイズルソ 1).パイケ

イソウ・ミズ、ノ〈ショウ・キグヨシ・カモカヤ・ス

ズメノテツポウ・トクザ・キノコ ~ic 1H~材、地には
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カモカ、?を主とした来落がみられ2 セイヨーグン

ポポ・エゾヨモギ・オドリコソウ・キツネノボグ

ン・シロツメクサ・アカツメクサ・アカザ・スズ

メノテツポウ・スダ・ヒメスイパ・ワラビサ;が生

じている。

とれら村[ljo/Jのうちで，パイケイソウ・トクサ・

エゾウノ〈ユリ・ミゾソノ〈・ドクゼ、リ・キクヨシ・

キツリフネ・ミズ、バショウサ:ばi必地位布I(物であり，

オドリコソウ・タネツケパナ・エンレイソウ・ヤ

プジラミ・イラクザ・カモガヤ等も亦，よヒ~;交(t';Jjf.i;

地に民する杭駒jであるから， itf験地ば蹴してi割以

型であると認められる。 しかし，放J伎のため197fj街地

内やJ;lill討に排水市左辺し，土地の乾性化U，;l;かっ

ているために，セイヨ{グンホ"ポ・ヱゾヨモギ・

エゾノキツネアザ、ミ・才ホパギシギシ・ 3lイコン

ソウ・ヒメジオン・ゼンマイ・イヌタデ・ワラビ・

アカザ・ヒメスイバ・キンミズヒキ等の乾性地或

いは乾i誌地に生ー百ずる，f(I[物が，年々増加する傾向

がみとめられ， Jif'~会ょ也は ìÆM尻if.1!から tQvi;)，乾性型[.乙

移行しているとj目、われる。;j1ff林地に連たる牧f;i地

yJ:' ，メ1モガヤ・スズメノカグビラ・スズメノテツ

ボウせ;カ~.=ì: で・， シロツメクサ・アカツメクサもとh~

部分的に抗生している。ネズミ事1¥はw材、地&ぴ牧
草地('C.，多数桜忠、しているが，蹴してミカドネズ

ミは活側や立木地の乾性地(1::多く，エゾヤチネズ

ミぽ牧草地或いばi品開に多く引ll1tKされ，野j誌の活

動~~\の分イIÎ も，殆んど 1;司じ傾向佐示している。

III 賢験地に棲息する野鼠の種類

lK験地及びその1，1;)設に桜a山、するネズミの羽生n
ば，エゾヤチネズミ (Clethryonomysrufocanus 

bedfordiae THOMAS)， ミカドネズミ (C. rutilus 

mikado THOMAS)， ドフFネズミ (Rattus norve-

gicus)の3tili:が主なものであるが，ヱゾハツカネ

ズミ (Musmolossinus yesonis KURODA) も稀に

拙獲される。 しかし棲息数は制めて少ないと忠わ

れる。とのほかクマネズミ (Rattusrattus)も亦

拍獲されたととがあるが，完治しているとは認め

られない。質験地('1:とれらのネズミ知のほかに，

f主且([1のヱゾトガリネズミ (Sorexshinto saevus 

THOMAS)， ヒメトガリネズミ (3. minutus LIN-

NAEUS¥' オホプシトガリネズミ (S.unguiculatus 

DOBSON)，ヱゾオホトカリネズミ (S.daphenodon 

yesoensis KISHIDA)の4相を捕獲し， 1主主下に3な

いても盛んに前勤していること左lifU認した。以上

のほかにネズミでぽエゾアカネズミ (Apodemus

speciosus ainu THOMAS)， ヱゾヒメネズミ (A.

geisha hokkaidi THOMAS)， アツケシムクゲ、ネズ

ミ (Neoaschizomyssikotanensis akkeshii IMAI-

ZUMI) の3杭が北海道に紘官、するが3 何れも質験

地K.ば認められたい。またトガリネズミ属ではヒ

メトガリネズミは lv:c捕獲されたのみでτあるが，

他の 3杭のうちオウアシトガリネズミが比較的多

u、一。

IV エゾヤチネズミ

木和ばi弘i問地の地中に'iut来し，多くは夜間に

地去を日勤する。多季:に沿いては程i~下の地去

に借mし，地表や雲.ト.或いは雲中をよ丹勤するとと
が，木下 (1928) によって I~j らかにされた。筆者ぽ

融:Jt!Plにみる野鼠の日勤跡が， 11't$ Fにむける生

日の累杭で、あるととにiE.!Iし，他和との比較のう

えに調1H::ととろみた。とれと千行して，主原に

穴?と掘っておn.rJil作業従公こない，また干H'~'rFに飼

育椛石三哩f乏して， ネズミの生JllUU，態について寅験

者三ゐとたった。

巣の形態，冬季のエゾヤチネズミは松~-下の

地去に借巣し，干Ù~初~Jl或いは 1/存の融:.iSð~月に，

明瞭に鷲見するととができる。第1去は貰験地で

探集した誕の j!1l)定1I! Lで，誕の外形は，長1Ji~ 18 cm 

鉱山i~15 cm 11i:のti'S¥l¥l形で，長:)さは 11cm 11i:で午llll
万:He止している(1品川i反1，1. :3.la J従材XH主十瓦目、l也の

杭生によって呉なるが， 百!.lif~J自でJ不可ごした:!.ß ~工

全てカモカ守ヤ・スズメノテツポウ等の牧平去nで，
批の宇土叫t~~~~nJt~~ の斗三i与は 55g である。日H:'lごー弥立に iWi

水炉iのタ]株や雑草主nの11H~よそ与を利 JJJ したり(1品i版 1，

3)，或いは千地に作られる。 jiLを取り除くと多く
の場合.'3~5cm1なくぼんでjなり，地問のくぼみを

利川したり，また渇くほって浩弘するととがうか

がはれる。巣壁の!手さは 5cm前後で， 内部にKr}

~があり，外二!iL村とは ilfJ らかに岡山できるとまか

な織制lifTの牧草知で，慌に3な必われている(/付IJi反
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第1表 ェゾヤチネズミのきそ季の巣の討¥IJlli依 tf別立cm)

タト 形 | 内形(居室山 -J 1
1 

No. i金重量|一一 1-.:- I ~.， .~ I ，，~ 1-;" ー| 一一 「一一一!!~ ~ I 11ft 
l 市 11主偲 l 知符 l おき I Ji住)?~ 1長慌 l短径 1i認さ 1ji，主厚 In 敗:1引只) I :J.-~ 1::"': ¥ Aii. 1-':'! 11"" <...: I :=1'-. '"J'. I J.-~ .I~I::' . I Iut， 1~C. I In~ c 1 :=l~ '-f-' I 1-1 XA  I 

75 24 18 13 6 9 6 5 2目。 2 品['Þ.雲 !~J採集

2 58 18 14 11 F 7 5 日 ト9 2 グ

3 35 16 15 11 4 6 予 4 1.5 " 
4 30 18 13 10 4 6 4 4 1.5 1/ 

日 42 16 15 11 3 6 F 4 2.0 2 グ

6 60 18 16 12 5 8 6 5 1.5 2 グ

8 I 15 I 11 I 4.5 I 7 I 5 4 I 1.6 1 1 ~ 2 1 
7 50 21 16 12 5 8 6 日 2.0 

8 63 18 15 11 4 7 5 4 1.5 

9 130 24 18 13 6 8 6 5 2.0 

10 50 15 15 10 3 ラ 4 4 1.5 グ

11 32 18 13 10 3 5 4 4 1.5 2 グ

12 30 17 12 10 3 日 4 4 1.5 グ

平均|男 I 19 I 1司Jドケロ1什1.6 I 1~2 I 
II， 5)。巣の /:H入口~;r 2 f;~ìの場合が最も多く， 1併i

或いは 3ir.'Iのものもみられる。/+¥入口の由経ぽ
3.5 cm 1立で，通常/11入口近くに糞がtw秘して必り，
エゾヤチネズミはjiLの一定場所に!日W~する習性の

あるととが推察される。

iti動防i エゾヤチネズミぽ巣を中心として秘

零下の地点或いはZ:中lrc.坑j立をうがち，迷路!/たに
がI動する。この坑迫ーにば，牧草などの下生布I(物の

品:11)\-が，そのたりにtft干~~t物として残るために， ~i: 

どけには野鼠の前勤跡として，明瞭に護児すると

とができる(Ii，;'í!~1îi1， 1)。との活動跡ぽ， ~~自主水で

ぼう i悶している 1111ぽ I~jl肢であるが，下平がめばえ，

森|場にさらされて乾燥すると，会く T.lÎ~)JIjできなく

なる。

ALの11¥入口の也f誌は 3.5cm内外であるが，活
動防iはほ、う ìr'~ しているために 4~5cmN:で、，また

それ以上の大さである場合もある。 しかし地刊に

向く掘られた出動跡ぼ， 3.5cmより太い場合ぽ帰

んどない。 との所勤跡f;r泣をql心として 10m和

迷路J[たに護法し，末端で他の:Utからのびた出動日比i

1'C ，主liなっている場合が多い。制!ノてJii聞にただ

155iの巣がf!足立してあるととは帰んどなく，少な

くとも 3仰以上の:Ulが， 1，:ι;岳じあっている。あii

三豆初期にみとめられた誕の距離的聞係は，第1¥i品i

に示すように，相隣れる~U1が， 12 m 以上で、あると

とはなく，最も短かいものでは 1mで、あった。し

たがってネズミの誕の分布欣態から，エゾヤチネ

ズミは外部環境とは也接矧1系なしに， ネズミのIJtl:

合的なつながりのうえに，皆ALすると11践をされる。

ネズミば21が制度にねれてくると放棄し，地中或
いは他に移動するが，干~'t:ill:環境が安定すると l浮ぴ

地去に;fi!:JJtずる。ネズミの常11:する乱ば，そのm]

l叫の雪が体協のためにとけて， うつろになって必

り(ji，ii!版1，2¥またIllt糞欣態などから，っくりかけの

来や定tI:しなかったi込と匝別するととができる。

したがってネズミが一冬に・つ以.卜.の，~tをもっ

としても，一地匝の小両松lてーみられる弘は，それ

ぞれ別々のネズミが佳品したものと考・えられる。

また一つの ~1~1trc.通常 11i!!のネズミが生前ずるこ

とぽ，居室。大きさから推察しうるが L況に 2

E或いはそれ以J'.の悼息するとともみとめられ

ている (Hovvard: 1040). 干J'i~\r下に恭九({がjなとなは

れれば 1日lに21厄以 1二心掛忠、するととぽ， 11?j設

のがU.j~で・あるカ" ←崎支{iC.~;t 1.弘 1~話でーあると tfJ~当モ

される。杭~nごの行動;1{i:iI!.'1 については， t週日 (米
渡来)は1;ii~};:JPlの記 ~1N.L士活資験の結~~から， :r'J'i~y. 
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芳11:--防~!雪期jの活・動跡にみる野鼠の生態

「、¥、、

第1掴

第2園

下に沿いて，非積雪期と殆んど同じ行動(1屯l羽乞有

することを附認した。筆者も亦巣を中心として護

詑ーする的動跡に，非干1f~JkJJ と殆んど挺・りない傾向

のあることをと観察した。 しかしー品交には移動の行

われないととが.柏戸長(1941)によって認められて

いる。またヱグヤチネズミぽよく ~J二左前到し

(!品lJt反II，4)，その足跡から行動距離をみると，子均

20mで最大なものは36mで、あった。以!二のとと

から，積雪ぽヱゾヤチネズ、ミの索餌行動と移動

をと，或る程度制限しているとしても，野五lの行動

範囲をと聞く ;}JPi!iIJしているとは考えられない。

食事h ヱゾヤチネズミぽJt子主性を有し，iti勤

跡にJl"r食物乞鷲見ずる(木下:1928)。寛験J自にみ
られたJrf食物ぽ，全て布{[物質で動物質のものはみ

とめられなかった。 しかし稀にネズミの食べたと

忠われるオカモノアラガイやマイマイ知の破片A

を殻兄した。通常貯食場l玄， 巣から 1~3m杭の

ととろにあって(f而i版 II，7)，一つの巣に 2~5mi

NiのJtJと食場がみられる(第2fii，i!¥。 しかしどの尽に

も貯食場がみられるのではなく， ~rt者・DWI見ちをした

36某のうち， 12*にみとめられたにすぎない。と

れぽJti'食物~全く計'rlそしてしまった結果で、あると

も考・えられるが，活動跡にJtJ乙食した形跡iのあるも

のぼ制めて少ない。 したがってエゾヤチネズミの

貯食性やその景には， 1¥11¥休や布{i生環境によって，

2，~があると考えられる。Jl'J'食物の杭知やその長{~(，

能息地の可食物の抑制や多tJ~によって異?なるとと

は勿論であるが，カモガヤ・スズメノテツポウ・

スズメノカグピラ主主の牧平知やシロツメクサ・ア

カツメクサ・ギシギシとな;の京昔話民泊三i良も多い。そ

れらは 3~5cm の長さにかみ切られ，きれいにつ

みmねられてある。 1r;r'Î月?のJtr食:~tぽ 26g (乾燥

m去-t)以下で，第21品.¥¥によれば A にはカモガヤを:
約 110木 (15g)， B (rCぽ250本， Cにぽ 180本， D

には300木， ELτぽ270本 (26g)をそれぞれn;'食
していた。また)JIjのよIIにみたアカツメクサの京の

Jl'T食由主575木で([，';;，1版II，7)，賢験地以外の1./11跡

からぽ，大立38粒， j工夫 41本，シロツメクサ 162

本と 104本1e有する泉佐殻見した。
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積雪下irc;fo"ける飼育賓験によれば(後j主第3

肺!参照)，興えた3合のトウモロコシを，僅か2時

間のうちに殆んE巣の近くに運びさり，日Ij(c興え

たニンジンを食していた。その後連日過采Ij!乞穀粒

をあたえたととろ 4日後にJ工会く運び込まなく

たり，僅かj訟食する程度l乞友った。約 1笹川後に

飼育離を調夜したととろ， 約 3~4 合づっ 4 筒m

に穀物の種類別に貯食してあるのを護見した。(li品i

版1，8)とのような結果から，ヱゾヤチネズミば多

量の食物J，e致見すると，それを巣の近くに!甘食し，

充分なだけ貯宣するとそれJ，e消費するととたく，

他に索飼ずる習性のあるととがうかがはれる。

とれらのととからエグヤチネズミぽ，干1~i'~下

に公いてぽ，動物性食餌も撒取していると，思はれ

るが，草木性植物1e常食しているととが明らかでY

ある。また樹木の種子や笹の賓或いは雑草類の都

子なども好食し(木下:1928)， 他の野鼠のように

動物性食餌を多食するととがない(太同:1953)。

したがって本種は一般に草食性であるととが推察

さj工る。

治巣と離巣iリ] 冬季の迂t巣はいつ訟となわれ

るか3 またいつ地表の巣を放棄するか， というと

とは，種々論議されたが全く不明であった。 1953

年 12月初旬の秘書初期に， 突然の降雨と温暖の

ために，積雪 25~15cm となり，雪原に露出した

多敢の巣を護見した(!誌l版1，2)。しかし 11月中旬

の秘主主前(rcぽ，集は地去に殻見されなかったとと

から，本種の也:u1ば，積ZE初期1にjなとなわれたと

7裏付旦される。 しかしV'(~!tJjの倍iiiぽ，必守地去に

みるとばかぎらや，伐根や雑平等の大きた:lH~私物

がるる場合にi:t，それにi許巣し，ま

た染者i笥;をよく利itlずる (Howard:

1949，¥。奇fl足跡ぽ通常初手話の雲どけ頃

であるが，さきにjili;べたようにも\~:

初期にも， よく:Utを放棄する。調子正

した 25巣 ~þ，ネズミの使FiJ していた

ものぼ3*だけで，他ば全く放棄さ
れていた。放棄された弘ぽ， ~ë' け

71¥で完全1.1::.漏れてたり， 多くばJ羽砿味立ヰ京、f恰i主iJ
してい7たζo {#~ iij 111の来ば， タト一日1村山
訪れていたが，居室lぎ少しも崩れて

ゐらや， 112草織部1;で、特it乞j;，j;，ばれ，仁1:/には休温の

ぬくもりをと感十‘るものもあった。 したがって地去

の巣ぽ，融雲水や降雨のために，巣の居室までぬ

れてしまうと，放棄するととが明らかで，貰験的

にもとれを確認した。放棄した換の合水量ば，主

(乾燥霊長)の平均 3~4 供で， 使用I十Iの誕の居室

材の合水量ぽ 50~80% で、あった。 したがって誕

の放棄ぽ，制~~jftK 左右されると結論づけられる。

脊の閥!事長ぽ，河川の71¥f立と千均気温等から，地

方的に推定することができ(粛旅:1952¥ とれを

つうじてmff~~UtAnを推定するととも，可能で'あると

忠われる。離立1L.t<乙ネズミは三;融!J<にさまプζげら

れて，直ちに地中生活に移るとと友く，一時残雪

fと3まってノj、移動し(防j版 II，6¥その後11::技7J¥J出を

さけて地中trc陸息する。とのような傾向ぽ，私雪

初朋にも認められ， との時期!の野副の生lfJ!.J-Jι長

よぽす影響が，浩林地にたける鼠害誕生に，主要

主主意義喜ともっととがl切らかで、ある。

蕃丹i'i ヱグヤチネズミの蕃嫡!リjは 5月と 9

月に最大で，厳冬酷暑の候を除き，通常一審稿~tH

に 1~3 回分娩~たすととがしられている(木下:

1928¥。樋口 (1952)ぼ野鼠の蒋局長と， 気象!IJ¥件特

(1::.平均気ìlt~ との隊i控につき研究をすすめ，手}(零下

の蕃殖の稀で、あるととを確認している。 しかし異

常殻生ずる年には，秘主下に沿いても盛んに蕃殖

するが，その原因についてぽ不明な里11iが多い。筆

者ぽ 12月15日より 2n 28 日まで， ~:;3f前!のよう

な!てと下に金網{[:張った飼育椛(6凡x2尺x2尺)

を， 1'kili:下の地去に設置し給餌rn生除く全てを7
2・でゐ3ない， 1:1こq仁ヱゾヤチネズミ 4匹 (214士， 2雌)

制判
lli

一三Z 司』ー..，..J

第3園 絞雪下の飼育舵断而紋式
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~放した。飼育~{i~.てばあらかじめ附子管乞取付け，

その中(1::悲暖計を糸で、つりさげて，温度左ilHJ定で

きるよっtて:しtco ネズミにはIif'Hヱンノ〈ク・トウ
モロコシ・大刀:・リンゴ・ユンジン・ホ{レンソ

ウ等乞過剰に興え，動物性食餌ぽ少しも炉!えなか

った。干ù~q:下に設立t した飼育枇ドJvyiJí1i度ぽ 外試

iI;~Kkおされるととなく，常に OOC 両日後K--:J!. し，

天然のもJi"~:地表温度と全く j，U じ )1た態であった。飼

育舵心ÎJ部f:i問つ陀仕切られ， 41症を別々に入れ

たが 1週1i1J!とJ('Cぽ1t切り似をとやぶって，71.にゆ

ききしていた。 ]2Jj 25日l仁・度内部をと調布しに

が， その後は 2H 28 Hまでは内部吉三百r.Jべなかっ

た。 3月1日(1[fl可育していたネズミなれ!iらえ，予JE

-tfjlた態左前千正したととろ， O 27 g ぽ 41g (T.， o 25 

gf:i 34g 11::，♀ 25 g f:i 84 g (1::， cf 32 g i:t 84 g f亡

夫々世育L，全く ;0:~%ìJ:休ffi:哨力11 をと示していた。

しかも 1雌は6顕在三分娩し，幼五{fまo4:1m (22 g， 
25 g， 25 g， 24 g) cf 2 SfJ'l (24 g， 24 g)で， ""1'均25

g にまで生長し幼l~(の~:::~ )U~( 8 x 6 rnmで， :hUf謹

!長，刷 ~~';'JL も非常によくt:~)j三し℃いた。ま7ζ捌H:ì，

29J1とも11ね玄PfJ口し， 将卵竹:や子官がよく護法:し

ていたο 成Jl:?の雌fj~--11f分娩したにもかかはらや，

:3 H 2 [1 1ては 2 雌ともに好ー似し 1 雌は 6 胎-F~ ，

また他。 1雌ぽ8胎子をとイ{し) Hf¥子は共に3mm

f立11::護ifL-ていた。成長lの般の生前腺ぽ， 2911と
も完全に成熟し， :~~;i占丸ぽldJi! 12 mm， ?Ulj予8mm

でよく肥大し，外部に下降していた。とれら 4:Qfi

の成鼠ぽ， 12 月初~ílJにぽ'I~UI'~l'C完全に萎紺i したJIた

態のもので・あったととから， 'h¥:'l5:下1'C.沿いても，

充分主主祭養さえうるととができるならば，エゾヤ

チネズミぽ非干A~r;:J~ll と税りたく，蒋角{(しうるとと

が推察される。そしてエゾヤチネズミぽ捺丹{U~11

や官主fj!tl)1c，必やしも重b物民主とj糾lr:l..しなくとも，

完全に生長し，恭角れすると止がIlHì~で・あると忠は

れる。したがって古くからいわれてきたようにド

ングリや柱の貨がよく買った年(1[.，野鼠の手作丹{(が

I令長ーされ， ιUi守護生の当日lλ! 危なすととがj!~察され

る(犬伺:1954)。

l:í防!地にたける野氏の恭丹{(~r.J布0・ため，主聞

に穴石三掘りtJllllU'Ie拾を3ひとなった。 2n 20日から
3 Jj 30 日まで、におIìð~ し7乙141: 10 IiJ'l， alil~ 4到の平均

体rr:ぽ，雄 34.5g，雌30.0gで， 25g以下の幼体
はたく，何れも成体とみとめられた。捕獲鼠の生

列w保ぽ，全く萎縮し'LJなり，成熟鼠ぽみられなか
った。 しかしながらHJilJ/;説話J:}hv牧平地に配置し
た 1 批Iむには，間!M0)\~三f';の初生f子が鷲見された (1

n 26日)。 とれはも'(:;1].下に1ないても，蕃航する{同
休のあることな示すものと考える(太ffI・芳賀・高

沖米護支)。以しI~-のことから野五lぽ， 'H'i雲環境に蕃

角((を:tfp;lilJされていると二}jえられるが，それはj且度

その他の物則的要!天lによるよりも，柴義慌の高い

食物3231%fにとるか否かによると珠恕される。

V ミカドネズミ

ミカドネズミぽ大限庄のアカヤチネズミ

(Clethryonomys rutilus PALLAS) のjill献として，

j引が道にのみ棲息、しているが(今泉:1949， ，o~Æf: . 

1953)，その生態についての誠古は玲んどない。木

和ば干{狩古~ll ・落合・登別・帯YSt. 腕川・北見・

網走・iiJilJi各・ ;.{R宗・札腕・函館・千歳航-171守;から

品!ìð!~ されているが (;JMlI : 1953)，野腕(北海道林

iI.え・野五，(研究宅)， F;竹H北付(犬伺・芳賀)，せ;にぽ

多数桔息するととを昨認し，太fll(未設夫)ぽ太宰:

山化主治{標正;j1200 m)のハイマツ地帯からも本

税守的\Hをした。また北ーにヨシ .~J坊や札幌競馬場等

の牧:草地には，ごくこ、昨今週に持息してjなり，必歩、しも

珍和とばいいがたい(犬飼:1954)。 一般に棲息抜

ぽエゾヤチネズミに劣るが，北海道の雑林地や原

野には，ごく持活お:野鼠であると考える。しかし

ながらミカドネズミぽ， ji!i林水の力!1~キ杭とみとめ

られていないので.(木下:1928，犬飼・芳賀:1952)， 

ヱゾヤチネズミほど主要i{i見されるにいたらなかっ

た。 しカ当しミカドネズミぽ，形態的にも生態的に

もエゾヤチネズミι問il似し， H4析は7i:に枠円安な郎j
ß.\~ 千J している。太川 (1953) はミカドネズミ!支ヱ

ゾヤチネズミより，より乾燥地主三好み，杭被のよ

り少ないととろにも，秘忠、しうるとと友l切らかに

し，またl'l~柿がílí1治的に 1i:に怯み分けていること

た IlfJ らか!"-.している。常者ぽ融~:.J~I)の活動跡に，

z ゾヤチネズミのJ丹勤lJ!!~íにおi似するが， IlfJらかに

匝別される出動刷、佐渡はし，それがミカドネズミ

の活動跡、であるととを附認した(1品|版 III，9)。
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よuミカドネズミぽ，賞験地の立木地に多数
怯息、しているが， ;iLばオとだ表地に後見されていな

い。したがってヱゾヤチネズミのように，普通ぽ

地去に時弘しないものと強旬、される.且flち水稲の

f宵劫跡lι ヱゾヤチネズミと*リ然と1亘別でき，寅

験地に主まいては雲中の捕獲作業により立木地に多

数肱口、するととをたしかめたD しかし融'主J~lの該

地にぽ， ミカドネズミの市動防iや坑道[jfJ口を，多

敢にみとめたが，地去に及ぼみとめられなかった。

また来年iiにたいても， ミカドネズミ地帯のよß~むに

は，あらかじめ入れて沿いid'ij'f.iが，大多数のjiL

iむにはなく， rlfjらかに引去られたと，官、われた。と

れば~UL~~'iに~走った誕の形態からリj らかにミカド

ネズミであると認められる。とれに反してェゾヤ

チネズミ地帯でぽ，同組が完全に皆よttし，巣材の

牧草を引去られたものは全くなかった(太LI¥・芳

賀.?f:îllt: 未護去)。また右II~下の飼育枇にミカド

ネズミ佐放って，持%11た態を視察したととろ，エ

ゾヤチネズミぽ地去に併巣したが， ミカドネズミ

ぽ全く地中に営巣した。しかしj)1HÎv~li{験にたい

て， Uj，~菜1.11倒、に配置したものに， ミカドネズミの

利fI1したと，目、われるものもみとめられ，松息環境

のJIJ¥f湿によっては，本部も地去に位二五Lするととも

ありうると思はれる。しかし天然に沿いては，殆

んど地去に皆巣するととわないと考えられる。本

杭の地中の巣についてぽ，米だ報;片されていたい

が， :U1~irjの佳品IIJ\態や飼育慌に作った犯のj伏態か

ら，ヱゾヤチネズミの染より小さく車rlW;であると
視察される。また:U1~;íiにぽ多ffiの土をもちとんで

いるのが抗日された。

前到j跡 ミカドネズミの前動助¥i:t，ヱゾヤチ

ネズミに右低めて実J11以している泊らお~>f.: i'1'1に7C き主主

主呉が認められる。 μ11ち木和のfR勤~Jl\は，ヱゾヤ

チネズミより市iilく3.0cm以内である。また前科:で

ぽ況をと 1-1 1 心に迷路I/JUc ， 連続して殻j~t していた

が，本杭では誼秘しているととは時で，下生村i物j

の杭被下にもぐったり，また布!i被上に/311"こりし，

杭被e地表との1mを前勤している(1付l版 III，9)そ

れ故木和山市勤跡ぽ土焼ftで，その r!:1 にぽ多!Jffi:"~

:H(資や昆虫類の*il1J¥が認められる。したがってヱ
ゾヤチネズミが杭被J:!i::"活動するのに釘し， ミカ

ドネズミぽNf被下の地去四や地中を活動するとと

が1リjらかで，採食行動のちがい吃よる，食'i:'1:の:;c:.:

呉，'/1，暗示される。また木腕の活動帥¥1ま， =~~r:木地の

エゾニワトコi洋7存に多く認められたが，エゾユワ
トコのお~rÆ:f.!乞封臨してひろがっている (!ii，fj版 III，

10)。ひろがりの大きーさぽ普通3-8mで， 他のf汚

動同iと連絡している場合が多い。またヤチハンノ

キ・クワなどにむいても，相官に主.Ji!配して， i市動

跡が分イriしている場合が多くみとめられた。とれ
らの樹木の根本によく主上n:i孔がみとめられ，エ
ゾヤチネズミと同校に，三li?J二も白111lて行動すると

1-ff;~きされる (1品tl版 III ， 12)。

食料; ミカドネズミの市動跡ぽ土焼ttで，そ
の斗Iにネズミの食い捜したと，目、われる，見且tif!ri

の破片や杭物腕子が多量にみとめられる。筆者ぽ

とれらの食餌勝目Eの検定から，本粧のも.I(~下にむ

ける食事tの糊姿をと:tj[;:f，きした。融lli:直後の貰!鍛J也か

ら，本部の活動跡を任意に 30筒月iから探集し，

その中lぞ殻見された勤杭物12の杭まnと頻度をと調ら
ベた。丸í~2去は合まれていた昆虫類の柿主JIと坑i皮

なあらわず。助物'1'T.の大部分のものぼ昆虫制で，
オカモノアラカ、イやマイマイ業J'lも亦屡々みとめら

れた。昆虫類の主なものぼ，付i趨日ハサミムシ科

の成虫， !j主題目のツチカメムシ科，カメムシ科の

成虫， f~先週日の町]，繭，卯，抑i題目のオサムシ科，

シデ、ム、ン科，テントウムシ科， コメツキムシ宇1'，

ハムシ科，コガネムシ科等の成虫，脱却fJのハパ

チ科及て;:不IIJJ加の明，繭，及び双趨日の町l等で、あ

る。とのうちツチカメムシfJ}とテントウムシ科，及

びコガネムシ科の成!l:tのliJUr '/1~:1i主も多く， m;.r趨日

l見趨!lfJ主ぴ双趨Hの町1，繭，卵/15も亦比較的多い。

牛趨!二i及び，j，'(j趨日の成虫ぽ，主にIiJ訪日や脚，遡な

どが前11.J¥'となって殻はされる。しかし前動跡以外

の地i好からぽ，完全111il休として改凡されるととが

多く，またその合有純度ぽ側めて低い，それ故ミ

カドネズミぽ産卵や越冬のために地中氏雨入した

成虫や，明，繭，卵子卒者とよく食べて;いるととが:fifi

Zきされる。昆虫釘!の外にオカモノアラガイやマイ

マイ釘!もかなりに殻凡された。野f;tがマイマイ実!'i

を食するととは， 11iくからしられていたが， ミカ

ドネズミもZがとれを食ナるととがlりjらかである。
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第2表 ミカドネズミの活動跡にみられた昆虫類

干占 手立

平 麹目

ノ、サミ」、シヂl不明示F
干ノごネハサミムシ

|頻度鍛l 干"Il 事責

ヒラシデ、ムシ

タロヒヲシデ.ムシ

エンマムシ科不明積

1頻度駁l 干占 ま賞

l 2 11 センチコカネ
2 ナガチャコガネ

2 '1"""グソコガネ

4 

3 

学遡目 ゴーラムオオキノコムシ スジコカネ

日

3 

ツ千カメムシ 25 テントウムシ

カメムシ科不l列強 5 オオニジュウヤホシテントウ
l l ll 脱麹目
18 院麹目不明積の踊 ¥0 

オオトケ、シラホシカメムシ 4 コメツキムシ科不明積 6 !I同上 一ず二2.

ペユコメツ干 ハパチ科不明被の鋪鱗麹日

鱗麹目不明磁の踊 15 ノ、ムシダマシ利不i珂右下 同上 マユ 6 

マュl司←k

l司 。H
キアシドクガの踊

材j 麹目

靭i麹日不明種

ゴモクムシ煩

オオヒテタシドムシ

日

2 

3 

13 

ノレリノ、ムシ

ヨモギハムジ

ノ、ムシ科不明概

ヒメコガ宇

l サクラコガネ

ヒメサクラコガネ

， """ノしヱンマコヵーネ

者{(物ttのもののえ部分ぽ利子として諜はさ
れJ ~J~t'i..本'1'!:，M物Dù'Z~~~~1ifdごダffんどみとめられなか

った。しかし冬季吃相j漉したミカドネズミの行中

l'c ば古l'i~，，:'ttlつも Lりが多いととは勿論である。また

irij勤跡v'))}fJiが，エゾエワトコやヤチハンノキの

枯れ~i('C 封)在してひろがっているととからも，本開

がそれらの和子を索併しているととが孫想、され

る。 しかしながら杭物和子の形態から，杭物名者三

同定するととぽ，非常に困難であり，また誤認す

る可能'I'l:も大きい。しかしエゾヤチネズミカ~)VL本

tt植物のXiそ葉根をJtl'食するのに封し， ミーカドネズ
ミが主に杭紗DI"ll‘子や昆虫類を食するととぽ，樹め

て興味深い。 出動跡に殻比された和子ο主なもの

vi' ，ヱゾニワトコ・ヤマノ、ンノキ・=セアカシヤ・

ムカゴイラクサ・ノイノくラ・ツ Jレウメーでドキ・イ

シミカワ・スズメノヒェ・ギシギシ・ヱゾフスマ

苛;である。

以上のことからミカドネズミの室性ぽ，エゾ

ヤチネズミと異なり，より動物伐をh¥lflstし，市Ii物

fA-Tをと好食しているととがみとめられる。とれぽ
太川 (1953)の非世話朋に必ける肝日の， 17内容剖
検による結果・と知似し，詰!ょ林地の且{長1.1需に闘ill!ーし

て興味ある問題である(犬飼:1954) c 

3 

F 

ヲ

10 

2 

2 

タシヒゲハノマチ

ヒメバチ科不明積

タマバチ科不明積

双麹目

ii双麹目不明磁の踊

VI トガリネズミ類

¥6 

食lltrlのトガリネズミぽ，野長(と'伴ト切な協rJj主

主どもち，時五{の生態研究ほI>いては，全く切りぽ

なすととができない (Eadie: 1952)。 買験地にた

いても， lli'鼠とぽ具った活動跡を設見し，それが

本純白干lf(~ 下の出動量hiであるととを昨認した。と

とにその概要について筒郁に古報ずる。北1[，封立に

肱息するトカ、、リネズミとしてぽ，ヱゾトカ、、リネズ

ミ・ヒメトガリネズミ・エゾオウトガリネズミ・

オウアシトガ、リネズミの 4 干q切Z しら~1-Lいるカ入

賞。(険地及びそのmJ控からは4租とも付i挫されたo
j目前立吃ゐけるトガリネズミ実!'lの布n強記録ぽ少な
いが，井上・小野(1950)ぽ根告別海村(根iWli原tlli-)
[乞ゐいて， 1944 :{I'より 1949年に 2256:iillのトガリ

ネズミ(柿t不lリj)2: 232:iiJ1のヱゾヤチネズミ， 28:iiJ1 
のエゾヒメネズミを，野氏陛落i局で捕獲した。ま
た木下(1954)ぽ芦別町のカラマツ浩林地から，

300回以上のトガリネズミまJ'iを捕獲している。太

fJI(米後去H~ご札幌競.I}，)場に 3ないて多数のオウアシ

トガリネズミそお!H@ している。 ~P:手r. も亦*1似万I1ア

ポイ日aカミら，オウアシトガリネズミ 2v.fをJ采Ui:し，
とのほか各地に多数倍息するらしいが，いまだ椛
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かな報台がない。

トガリネズミ主11の右1i':~{Fの活動腕ぽ，非常に

特徴があってエゾヤチネズミやミカドネズミとは

回別できる。 しかしトガリネズミの和類について

は判然としないので，以下トガリネズミ知として

とり1&う。
N~'勤跡 トガリネズミ務!のI丹羽跡ぽ，ヱゾヤ

チネズミやミカドネズミと異なり，出動防iとして

迷路欣にま生注していない。即ち地1日に多数の小穴

をうがち，その土が穴の完工くに 1111.く:tt[~l!~ している

()品i)版 IIJ，11)，。火のえきさは2.5cm以内で深さi:t"

3~5 cmfir:で海い。 とのような小穴が津山みられ

るととろでぽ， 1 坪に 40~50 以上(1:jまよぶととも

少なくない。とれらの穴の ~IClや掘りたこした土の

中には，昆虫実flの町lやオカモノアラガイの破片が

みとめられる。しかし杭物冊子などぽ全くみとめ

られない。したがってトガリネズミぽミカドネズ

ミとが!似した祈動跡を示すが， IlJJらかに匝別する

ととが可能で・ある。これらのことからトガリネズ

ミ知が白書下に沿いヱも冬Hl~ナるととなく ， i丹波

に日到しているととが珠想される。

食性今泉(1949)ぽトカ、、リネズミば完全な動

物食で， ')/5が昆虫類，他はミミズ・ムカデ・カグ

ツムリ・ナメクヂ・民・小品・小さい以類等で、ある

と報台しているが，日勤跡から採集したiZ虫類や
オカモノアラガイや， )行食されていた昆虫類の杭

類ぽ火の虫nくである。直趨mヱゾイナゴの卵3
{Ht麹[，1メイガ科の師，繭，シヤクガ科の師，ヤカ、、

手'1-1)焔と繭， f.jlj遡日アオゴミムシ， コヨツボシゴ

ミムシの成虫，オサムシ科の成以，;見遡r=lハパチ

手lのi品1，不明析の繭，双趨1二iムシヒキアブ科の幼

虫及び不IlJjH(の町!と繭勺;であった。とのほかオカ

モノアラガイの)l)-長物4三官邸Lしたが， ネズミのf丹

羽跡にみるように，高il¥J¥ーとなっているととは少な

く，外設は所んど完全に残っているj必合が多か・っ

た。しかしとれらの品虫類やオカモノアラガイ守;

のjtf食物ぽ，その支~:が少ないので、買のJtl'食物jであ

るか存かぽV~定し難い(1;可版 III，13)。とのほかト

ガリネズミば野j礼を古子食する。 EADIE(1944， 1054) 

i工 BIarinabrevicauda と h在icrotuspensylva-

nicusとの捕食附係について，興味ある十技庁をし

ているが，井上・小lJlf(1650)ば'.ヱゾヤチネズミ

の肱臼J段。少ない年には収容が少ないが，野五tの
少ない"1三でもトガリネズミの肱，日J止の少泣い"r=.に
l:t，カラマツにrf{害が認められたととをご限汗して

いる。 EADIE(1952)ぽ， llTI1(/)トガリネズミぽ，

ー・冬に少くとも 01度以!二の野鼠佐，捕食するだろ

うといっている。太III・芳賀・i穴iilt(未殻去)は巣Wi

による野氏研究に3ないで，呉羽i内吃ヱゾヤチネズ

ミの食ほれた死体や什儲をと設Q，し， また野良の=[;

のある:U~HiJ"̂ H1:， ェゾトガリネズミの死体をと殻~i!.

した。とれらのととからエグヤヂネズミ t:t"， トガ

リネズミにおIì食されているととがii[~'>!，[される。

VII 積雲下の環境とエゾヤチ

ネズミの関連

主t'i~よ下の環境についーしぼ，多作物の主将に|剥

挫した杉山 (193mのすぐれた綜合抄録がある。 *1
YYf， (941) 1;)ご低:iKit(-23GC~-33HC) (，，- ~Mずるヱゾ

ヤチネズミの抵抗力につい℃械汗し亡いるが， χ

<<{~y亡必けるlH雲環境の虫j引の生理J~.に;j;;-上限、す影

響についてば，全くかえりみられなかった。筆者

はそれらを参考にし，簡単iJ:t毘皮質験t.:fJ'i当下心

肝以の飼育資齢、?i:::.:Jなとなった。以下その蹴要と杭

~n装境の一般的考察乞ところみた。

干i'i~~下の光JUd'!' ， 雪ぽ太陽光純0一部を反射

するとともに一部乞吸収し，残りを透過せしめる。

その光線透過王手は雪の慌度や光の波長によって呉

なるが，来 (1936) によれば千均 0.883 で~f.の居を

1cm通過するごとに，光景ぽ11.796を減歩、る。

それ故55.5cmのHa']-tごで'ば，光景が 1/1000となり

殆んどHE;たに等しい。したがっても'ig:J~1lの!lií-.ß{ぽ，

常化Ii百~I:~下にたかれていると二与えられるが， ~;:rll 

におtJ立3とうがって:己~J土佐川到したり，与の害II! I"圧

をF'l111 tc 11 11 入できるので，千~'(~:による光線。不J4

k ば，ダfiんど 1n~影響ーであると足、われる。

るli'~-下の隈京HJ\N:， TUMANOV， BORODINA and 

OLEINIKOV A (1035)ば 1mの干153下の杭物体附

Jlî:の空立~UとHJiJ らぺ，その敗者合1'1音::I:t"20.0%で，

}..:~;tlj 1の21Ji%とえ夕日ないととを報汗している

(杉山:19:~9)。しかしネズミ[，;t.I:j'c3立を通じて常に民

主えは還流し，また2:心主IJ!1などからも充分に宗祇
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3ととり入れうるから，イr'J等:!il]限されていないと考

えられる。

砧零下のi且皮， ~::ぽ熱イJJP;主率がfまいために，

結縁体となって多作物佐保護する(杉山:1939)。

しかし干1i~下の地持[ぽ，雪の!手さや外試ìJ;Jの正;jÍ止

或いは幹度当qτ ょっヱ異なるが，安rJj(1929)ば，

最低気温 -17HC のとき杭~34cmの地去温度ぽ

-O.l
O
C，地下 5cmでは O.3GC，地下 10cmでぽ

O.7
0

C，地下 20cm では1.30C でちとのときfJ'l~の

友いととろの地去温度ぽ一10C。であったと報肖

している。松尾(19，U)も亦同じ傾向をみとめてい

るが，地表団が凍結しないで4根雪となった場合ば，

地温が比較的高いまま保護され， t'i~主初期!の地去

温も亦比i院的尚いと報告している。 TUMANOV，

BORODINA and OLEINIKOVA (1935)ぽソ辿の極寒

'地で詳*iilIJ:研究を会とお:ったが，それによれば外

試温故低 -27.80Cののとき，も'i'0:50cmの地点j且

ぽ概して-1.0
0
C，...，-20Cで)*Ii当 10cmのところ

でぽ地点j阻ぽ汗しく援助し， 11訂正ぽ -160Cに降、っ

たが，平均-40C，...，-80Cであるととがわかった

{杉山:W39)。以上のととからも'f~の{利益作川ぽ側

めて引く，も113下に公ける野l1tぽ， 常に OOC~­

lOCの環境温度にたかれているととが明瞭で、ある。

しかし税当初期lや融'ili:!~Jlのように ， 'f1i主主のj]Jj'ぃJ品、

合l亡ぼ地去i毘度ぽミト干しく低下ナるから，町五uま低
温や融雲水のために，最も危険た朕態にさらされ

ているといえる。

以上の諸僚1'H'Jrtrで，も't%i:の機械的影響をと除
くたらば環境温度が出土1ftの生存に，故も主要な影

響を3なよ段、ずととが1リjらかで、ある。そとで野l1tの

怯息、する賞険地の，千:H~主下の地q~や地支j且をと ìWJ'~.:

し，j且度欣態fと澗らべるとともに， 'h'i~ê下の地去

にlL'f以の飼育椛(消 31古，iJ)を担旋し，簡単な貰駒を

訟となった。

'1!å~験地に jなける温度iJ!lJ定ぽ，紙棒(白N l1IJ) 

を主上から地中につきさし，地中のiJ!ll定部位11:.注

したら鍛棒乞ぬき，その穴に尖端~封ピたガラス

管(也1r，'~20mm) を入れる。そのガラス管内にあら

かじめJ創立石とにぷくした出版元l'('/0 I片足)そ， う干

の成部に注するようt亡糸でつりさげ， コルク松を

して放世し，必要に肱じてiJlili且する。その結」誌は

秘主主が30cm以上では外試温の如何に除l係主主く，

地表ぽ常に O.5，，-，-O.5COで，地中30cmでぽ30C

前後であった。したがって凱越の諸結果と全く l司

ーで，冬季の肝五U:t常に OOCの環境に，抜忠、して

いるととが明瞭で、ある。

もIl零見下の地表(1:埋渡した野長lの各n判utぽ，第
31;司のように設世したが，その室内温度ぽ常に

O~lC。に保たれ，野外の干Jt~:下の地表温度と全く

妓化があかった。とのときの及控中H¥Jの温度ぽ，
巣内にネズミが入っていなければ20C位で， ネズ

ミが入っていれば 6~80C で・あった。しかし呉監中

IHJの温度ぽ，その部{立によって若干異なると考え

られる。次いでエゾヤチネズミの巣の居室温度を

iJ!IJ.'fliするために， ネズミをと凶筒形の金網能(42x

6cm)に沿しとめ，とれK陪室内に入れて飼育慌

に入れ電N:九三熱電温度1司ーによ-り測定した。 4頭に

ついて測定したが，その中gJVーはi込の民主l引見度ぽ
15~16GC で， :m1~'l:I-I-IIIUぽ 7~80C。であった。との

ときのネズミの休長温ぽ 31~320C，体ì~il(出Ij持)は

""1'-1[，) (16 [担)37.30Cであった。 以上のととからネ

ズミぽ， いかに外ifM昆が低一下しても杭ヨょによって

常に OOC前後に保護され， :Ut r人jぽ凡そ 15GCに維
持されているため，食物さえも充分であれば全く

まf泊な，安定した環境で'あると忠われる。との環

境にむいて，食物をと充分に興えた場合に，非常な

蒋怖をと示すととぼうbに地べたと沿りである。しか

しとの安定した環境も融:::L;;:Wlには舵れp 野氏』訂正

i.ffiL融5l{.;!'て， J瓜等のために制度に休jJ乞消耗し

一方食物ぽ凍結したり，また融当ノkのためにi持1収

不能となり，極度の必保件にjなかれる (HOWARD:

Hl 4¥:J ， SEALANDER 1¥)52)。し7たζがつてとの時1明1り別1日に

林イ本三ο五臥;{苧守子の3烏守 ζ るととJば玄?常:古?然の幸紅結J占i」県JιLでで.あるとし
ても，低温がいかに野鼠の生理欣態11:影響するか，

llIJち低温と野副の飢餓との除Jill.¥について，一居研

究されねばならたいしそとに林水食害の原1:&1が

あると考える。 SEALANDER(1952)は低温と野氏の

生翌日生態について，示唆にとむ報告をしているが

筆者らぽとのような.見知lから，冬季或いは融雲具f]

に食物が快乏する以外に， i町毘が野五lのげn.桝:lt左

減少せしめ，野五lを:生王'1[(1切に飢餓J!J¥t.虫(1:ii+-くとと

をlリ1らかにした(犬飼・森・芳賀:1954)。
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VIII考察

ヱメヤチネズミとミカドネズミぽ，形態1刊に

も生態的にもZI:に類似しているが，ととの神性に

ぽ大きな-1(::呉がみとめられる。古く木下(1928)は

エゾヤチネズミをと林水のi広大加害額としてみとめ

ているが， ミカドネズミぽ主要脱していない。ま

た犬飼・芳賀(1952)ぽ雨間のカラマツ民に封ずる

晴好寅験において， ミカドネズミぽカラマツの校

や了iiを，飢餓Jj犬態にあっても，殆んど定者しない

ととをIIJJらかにした。しかしカラマツ樹皮粉末や

樹皮のお¥[護成分(あなたh)，或いはその抽出残佐にflN

るす噌~~f ぽ.エゾヤチネズミ è殆んど同じであっ

た。とれらのととから N4和~ì"非常によくにた晴好

性をもつが，根本~I"H乙 Jもなった許l~l:のあるととが

推察され，それが雨f:{(iJ)怯分けや食l生のちがいの

要lJ:lとなって，あらはれているのではないかと磁

想される。融雲朋にみる野五{rDi.!f動跡ぽ，も¥Jt下

にゐける野五ui丹勤の累'Iuで、あり，そとにそれぞれ

の生活の一端をしるととができると考えられる。

融雪期にみる前動跡ぼ，右1t去Jiによってヰ町立を有し，

エゾヤチネズミとミカドネズミばゴド常によくf以て

いるが相異り， ドフネズミやトガリネズミ知から

は更に直別ずることができる。l![Jちエゾヤチネズ

ミの活動跡ぽ，下生布/(物をとl史みきさやんで，迷路Aた

に長く殻注しているが， ミカドネズミl主主に下生

杭物と地表とのIl¥Jを前勤し， ::1:壊12で布!'i物郁子や

昆虫類の破片がみとめられる。主アこエゾヤチネズ

ミぽ地去に皆~U1するが， ミカドネズミの巣l土地去

に殆んど殻見されない。 ドプネズミの活動跡ぽ非

16に太く， トガリネズミ会J!はよ也去に多数の向い穴
をうがち，洋~fl の土佐掘りあげて，昆虫類の師や

その破片がみとめられる。とのようた市勤跡のち

がいは，主に食t主の去にもとづく~~餌間勤のあら

はれである止忠ばれる。 したがって市勤跡のちが

いから野鼠を郡山jするととができ，長1*~;地或いは

その刑法に怯息ぐするネズミ主J!の研知や，その梼息

J!た況乞 tH~~をするととが)ザ能である。

私立(Fω環境ぽ， -t-{'1'物の;ぷ1尽に附;illiして，
ïri くから許制t\に研究され，干:l'k~:が (;Ocm .t:J、!二の場

合地表温度ぽダfIんど OOCで，Jii;;に一定であり， 2さ

IHJの般素合有主ぽ外訴と大主主がない。光はもll主主

50cm 以 1:.で、ぽ全く透過せや，始んど崎県欣態で

あるが，出í'五tば主主J-.ljfj孔や河'Ij;などの主主の制 I~I を，

白rllに的動できるととから， i品i皮が野五lの生珪\\~k

1mに封して， J比もlJi:裂な影響をあたえているとt!l;
黙される。もな三宮下 (50cm .1;CI:.)の飼育資験の結果，

ぼ，環境温度がOOC或いぽそれ以下で、あっても Jliz

充分た柴誌がj持取できれば，エゾヤチネズミぽよ

く蕃捕し生れた仔、も良好に護育するととが認め

られた。とれは杭~(Fに沿いヱも，食物さえ控訴

であれば，低慌に阻害されるととたし充分に蒋

航し生({ーできるととを示すものとJιばれる。 しか
し食物泊'IJ(~~(ぽ，低jIllに 3ないでより士住友し(BRODY:

1¥.)45， QUIMBY: 1948)， SEALANDER (1%2)ぽ日Ii'.r~t 

(PeromY3Clts)の作活tlit(8.50， 20.50， 30SC)に必

けるカロリ-:\il両lf~主役割らべ，低温[にたいてより

多量にNl殺し，七時J!kするととをl明らかにした。一

自立に出'j".~.;動物。貨物}持取主tば，飢餓ないしぽ主版

I~によってit'.1î されるが，飢餓ぽ lúr.1:~lf量によって

支配される (MUSACCHIAand WILBER: 1952)。と

れらのことからもな話:下のェゾヤチネズミぽ， lflL~科

茸に支配されて実物を帰取しているととがIlJj瞭で、

ある。明TOODW ARD and CONDRIN (1945)ぼシマリ

スを fRiF，ilにさらすと，出情]t(iJ~減少するととをみ

とめ， MUSACCHIA and WILBER (1952)ぽリスの

ささnr止の研究に沿いて，低温に3ないで胤明主や生休
JH-ri:ltの減歩、るとと乞 lリ1らかにしている。また

DUKES (1947)ぽ豚や犬猫せ;ぼ，低温環境に沿いて

も的LWt:日ぽ鑓助ないが，午などの草食性動物ぽ減

少するというととをど報じている。筆者三t;はとのよ

うな見知iから，低温のヱゾヤチネズミの生l史上に

j;;-よ段、す影響む主として耐'.Wf:fftv')増減に沿いて

fvMらベ， 11tìli~に jないては血暁予:の減少するととをと

立殺した(犬飼・森・芳賀:1954)。しかしも\~下に沿

けるネズミの食餌環境は，合ノk探索系の食物には

めぐまれているが3 蛋白質性の食物ぽ非常に少な

い。したがって合水茨素性食物ぽ，~\ß効tl';) エネルギ

戸として有効で、あるが，査ドr't'f'1"!:或いぽJ1i1肪性の

ものに比して，れ'Ht.されやすく， ~'í'以ぽたえすマ主目立

践に沿そわれていると巧えられる。とのよったJI)¥

態にあるネズミが，融14が~W!にげそれらの実物が
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凍結したり，また融当:水にさまたげられて，充分

にj持取するととができや，一方柏零の保護が破れ

て低温にさらされ，生正rH(I'~に全く飢餓航態に必か

れているととがl切らかで、ある (HOWARD:1949)。

また一方杭秒jのがわについてみると，干砧1fA11L主豆=一下Fの〕:

本f七性?生主杭物fぽ主，暗黒下にあるために同化作)Ijが減退

し呼吸作川が3片辺に替なまれているため，に合

i時刻を著しく泊'貸する。したがって融当期の~，yi本

植物の合桝主ぽ少なく柴義的も低いものであると

推察される(杉山:1U.'l9，i。 とれに到して林木の合

間率ぽ，融当mHcfi'むしろ増加するf頃向がるるか

ら鼠容の割問として組めて危険なi/た態に沿かれ

ていると考えられる。したがってとのような航態

にあるときに， lLl'以がF.~1!~:7J\によって巣を放棄せ

しめられ，低温にさらされるととによって，生日!

的に IILく飢俄欣態に注:し林水乞食害するようにな

ると考-えるととが，食EI号機作の基礎嬰|人!とM、われ

る。それ故'fk玉:がなくともfl&UI，'/rt"主i主冷による主汀|元

不!慣が護生するたらば， ネズミぽ生坦i!，的に飢餓状

態を!乏し抜息、環境の食物が不1止したり，またそ

れ以前に務航があって，桜忠、;肢と食餌環境とのi乙j

f勾が破れるならば，常然に.[j{害の護:生するととが

]象Jm される。クイワンリスによるイ)~jL大 J誌のツパ

キやミズキの被害が， .IiLイ訴に特に著しいととは，

食íìlf環境の縫還によるとい、うよりも，試象~IÅ!の

生休に及ほ、す生J1Jl(1句影響の方が， より基説的な嬰

仏!であるように考えられ，五;1.害殻生t乙閥主lbして興

味のあるととと思はれる。したがって非も't~W!に

:teける鼠害の官芝生も，温暖な認候につづく装冷に

よって訪設されると推察され，被害度ぽ+1."，口、符!支

や食併環境に左右されるとJ品われる。とのよラた

見う、11から治材、地に沿ける野r~1.駆除や五{itï~の殻生保

察或いぽ，その機排ぽ， ネズミの悼，弘のよ官民~や食

物の多寡或いは外敵闘1系苛;の閥;主以外に p も'I~環

境或いは気象JU:J午の鑓化にともなう野J;l.v)生llj1.(1句

嬰>kと，下生有{[秒jや林水の生理的援勤の結びつき

に必いて，林木食容の機約二のうえに論議され研ー究

しなく 1ばならないと;Jきえる。

IX要約

1. 制三与す切にみられる型}Jj;1.の前動跡百三分析し，

秘主主下に必ける野ri{の生態と，杭雪環境について

考察し，た。

2. ヱゾヤチネズミ・ミカドネズミ・ドブネ

ズミ・トガリネズミの前勤跡ぽ夫ノ奇異なり， Ilfj般

にl盃別するととができる。

3. ェゾヤチネズミぽも'k~下心地去に時五L し，

f斤動跡ぽ:U~~と '1 1心にして杭被上を迷路般に護法し

ている。また巣の近くにぽ牧草主主{や荊f~~Wi釘!或\;;は

穀物などりt;'食する。
4. ミカドネズミの民ぽ地去に予見、見されや，

i山去と杭被のIW12:活動し，活動跡ぽ土壌質で，多
数の昆虫類や杭物和子の破片が合まれる。

5. トガリネズミの前勤跡には多数の潟い小

穴があいてj;，り， i2・虫土11のtll市や繭，オカモノアラ

ガイなどの舵Jl・やJti'食物がみ止められる。また1Jri'

以をも捕食する。

6. iKìlJ1t， 光，酸素子~'; !/刈i'i~よドの環境要1:7-:1 の

うち， {且lltiJ:町、111，の生J:ljU:.~二到して此も ~~D~ ~l!!.な投

書IJをもっ。

7. Hi';':t下の地衣ifll皮は， 'fk~i:30cm 以 l二で­

lれi?に (fCで，充分な食物さえ現!えれば，野氏は
よく蕃航するψ
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Resume 

The writer has investigated the winter habits of the vole and shrew at the thaw season 

in Hokkaido. The observation with the alive vole in the breeding cage set under the snow 

waS made in addition to the field observation. 

The kinds of the vole in the field were identified as three species， Clethrionomys 
rufocω~us bedfordiae， C. rutilus mikado and Ratius naYv2gicus. Adding to the above species 
shrews inc1uding Sorex unguiculatus Dobson， S. daρhaenodon yuesoensis Kishida， S. shinto 
seavus Thomas and S. minutus gracillimus T、homasoccurred. The form of the track 

differs with the species of animals. The Bedford's red-backed vole makes a nest on the 

surface of the earth under the snow. The track of this anim，al extends in the plant cover 

around the nest. There are many storages of food， containing grass， weeds， grains etc. 

collected from around the nest. The nest of Mikado red-backed vole has not been found 

on the surface of the ground. This anirnal lives between the plant cover and the earth. In 

the tracl王 ofthe threw fragments of insects and plant seeds are found. We find at the 

thaw season smal1 holes in the track of the threw containing insect cocoon and prepupa and 

land snailes. The shrew aUacks the vole in winter. 

園服説明

1 ) エプヤチネズミの活動跡(中火の前右上が巣)。

2) 雲燃に後見される巣穴(エズヤチネズミ)。

3) *e:l1長株を利用したエグヤチネズミのJ1!，o
4) 雲Jf，{の足跡(エソ，-'~，チネーズミ)。

5) エゾヤチイドズミのJ.ftの内ii1i(JW~ミ)。

6) 雪fl~ の l，Ç.訟/1跡から捕らえられたエ〆 1アナ七ズミ。

7) エプヤチネズミの貯会場{アカツメクサj。

8) 飼育.雌内に!ri'食したトウモロコシ(左)と工ンパク(右)。

9) ミカドネズミの活動跡。

10) エゾニワトコの樹冠状に波注した

iMf;Jl跡、(ミカドネズミ )σ

11) トガリネズミ事!Jiのi，刊すl跡。

12) ミカドネズミの雪 1-.IJiJ.fL。

13) トガリネズミの!貯食場。
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